
生成 AI 活用による知的財産業務の抜本

的改革のご提案 

1. はじめに：現状の課題と変革の必要性 

現代のビジネス環境において、知的財産（IP）は単なる防御的な権利ではなく、企業

の競争優位性を築くための戦略的資産として、その重要性を増しています。しかし、

その重要性の高まりとは裏腹に、多くの知的財産部門は、増大し続ける業務量、高騰

する外部委託コスト、そして事業へのより直接的な戦略貢献への強い期待という、多

方面からのプレッシャーに晒されています。 

貴社知財部門が現在直面されている、発明のバックオーダー解消の遅れや、円安が

直撃する外国関連費用の高騰といった課題は、まさにこの構造的プレッシャーの現

れです。従来型のプロセスに依存することで、知財担当者のみならず、本来の業務に

専念すべき研究開発部門にも大きな負担を強いており、事業全体のスピードと競争

力を削ぐ要因となりかねません。 

かつて株式会社島津製作所が「紙社会」からの脱却を目指した際、あるいは新たなテ

クノロジーを導入する際に直面したように、変革には常に「抵抗勢力」や心理的な障

壁が伴います。しかし、同社がそれらを乗り越え、生成 AI という新たな武器を手にす

ることで、年間 1 億円以上のコスト削減や研究開発者の工数を 90%削減といった劇的

な成果を上げた事実は、我々が今、何をすべきかを明確に示唆しています。 

本提案は、この島津製作所の先進事例を詳細に分析し、それを基に当社が直面する

課題を解決するための具体的な改革案を提示するものです。本改革は、**「コスト削

減」「業務効率化」「戦略的価値向上」**という 3 つの明確な目標を達成するための、

現実的かつ実行可能な道筋を示すものであり、今こそ、この抜本的な変革に着手す

べき時であると確信しています。 

2. 先進事例：株式会社島津製作所における生成 AI 活

用の成果 



株式会社島津製作所は、生成 AI を知的財産業務に本格導入し、革命的とも言える

成果を上げています。特筆すべきは、この変革が単なるツールの導入に留まらず、ベ

テラン専門家の「暗黙知」をプロンプトという「形式知」に変換し、組織全体の資産とす

る**「プロンプトドリブン改革」**であった点です。これにより、同社は属人的なスキル

への依存から脱却し、持続可能な業務基盤を構築しました。 

2.1. 驚異的な成果の概要 

島津製作所が達成した成果は、定量的にも極めて大きなインパクトを持っています。 

• 年間コスト削減: 年間 1 億円以上の外部委託費用（翻訳・調査等）を削減。 

• 知財部員の工数削減: 担当業務に応じて、工数を最大で半分に削減。 

• 研究開発者の工数削減: FTO（他社特許クリアランス）調査関連の工数を 90%

削減。 

2.2. コスト削減効果の具体例 

この劇的なコスト削減は、主に以下の 2 つの業務改革によって実現されました。 

• 外国出願翻訳の内製化 

o 従来、外部の翻訳会社に委託していた外国出願用の明細書翻訳を、

生成 AI（Gemini）を活用することで、専門知識のない事務担当者が担う

体制へと移行しました。 

o これにより、特に近年の円安環境下で高騰の一途をたどっていた翻訳

費用を大幅に圧縮することに成功しています。 

• 中間処理（Office Action）対応のコスト圧縮 

o 海外特許庁からの拒絶理由通知（Office Action）への対応において、

従来は現地代理人や国内ハブ事務所に依頼していた高額な内容分析

（アナリシス）業務を、生成 AI（NotebookLM）で完全に代替しました。 

o 従来、現地代理人から国内ハブ事務所を経由し、日本語コメントが付

与されるのを待つだけで数週間を要していたプロセスが、わずか数分

で、かつ追加費用なしに社内で完結できるようになったことは、コストと

時間の両面で絶大な効果をもたらしています。 

2.3. 業務効率化の効果 

生成 AI は、コスト削減だけでなく、業務のスピードと質を飛躍的に向上させました。 



• FTO 調査の完全自動化 

o 従来、サーチャーが開発者にヒアリングし、複雑な検索式を組み立て、

開発者が膨大な文献を読んでいた FTO 調査プロセスを刷新。開発資

料をインプットするだけで、AI が技術仕様を抽出し、検索式を策定、侵

害リスクの一次判定までを自動で行うワークフローを構築しました。 

o これにより、研究開発者が、本来の業務時間を削って年間 10 万件も

の特許文献に目を通さざるを得なかった膨大な機会損失から解放さ

れ、本来の創造的な開発業務に専念できるようになった事業貢献価値

は計り知れません。 

• 発明創出から出願準備までの期間短縮 

o 開発資料から AI が発明候補を自動で抽出し、即座に先行文献調査を

実行。出願判断に必要な高品質なレビュー資料（クレームチャート、進

歩性の根拠、補強すべき点の指摘等を含む）を約 15 分で生成します。 

o 従来は数ヶ月を要し、多くの手戻りが発生していたこのプロセスが劇的

に短縮され、出願に至るまでの発明の「バックオーダー」を解消しまし

た。 

• 明細書作成の自動化 

o 最新の取り組みとして、AI が生成した発明レビュー資料を基に、高品

質な明細書（従来技術、課題、実施例、請求項、要約）をわずか数時間

で作成することが可能になっています。これにより、出願までのリードタ

イムがさらに短縮されます。（※ただし、図面の自動作成にはまだ課題

が残ります） 

2.4. 戦略的価値の向上 

業務効率化によって創出された最も価値ある資産は「時間」です。島津製作所では、

この時間をより付加価値の高い戦略的業務へと再配分しています。 

単純作業や定型業務から解放された知財部員は、IP ランドスケープの策定を通じた

事業戦略への提言や、オープン＆クローズ戦略の立案といった、企業の未来を左右

する活動に注力し始めています。これは、知財部門がコストセンターから、事業価値

を創造するバリュードライバーへと進化する可能性を明確に示しています。 

重要なのは、島津製作所の成功が化学、バイオから機械、AI まで多岐にわたる技術

分野で実現されている点です。これは、彼らの「プロンプトドリブン改革」が特定の技

術に依存しない普遍的なアプローチであり、当社にも十分展開可能であることを物語

っています。 



3. 当社の知的財産業務への展開案 

島津製作所の成功事例は、決して対岸の火事ではありません。彼らが構築したワー

クフローは、当社の業務プロセスに適用可能な、具体的かつ強力なモデルです。以下

に、当社の状況に合わせてカスタマイズした 3 つの改革案を提案します。 

3.1. 発明創出から権利化までのプロセス改革 

貴社 R&D 部門で作成されている製品企画書、技術仕様書、週次の開発進捗レポー

トといった既存のドキュメントを直接インプットとし、AI が潜在的な発明の種を自動で

抽出し、先行文献調査から出願判断用のレビュー資料作成までを一気通貫で実行す

るワークフローを構築します。 

• 期待される効果: 

o 埋もれていた発明の発掘と、発明の質の向上。 

o データに基づいた客観的な出願判断の迅速化。 

o 知財担当者と発明者の間のコミュニケーションロスや手戻りの大幅な

削減。 

3.2. 外国出願・中間処理業務の効率化 

島津製作所の事例に倣い、外国出願時の翻訳業務と中間処理対応業務を抜本的に

見直します。 

• 提案内容: 

1. 翻訳の内製化: 生成 AI を活用し、外部委託している翻訳業務を段階

的に内製化します。 

2. OA 一次分析システムの導入: オフィスアクションの通知を受け取った

際、AI が即座に引用文献との対比分析を行い、対応方針の選択肢を

提示するシステムを導入します。 

• 期待される効果: 

o 現地代理人に依頼すれば一件あたり 40～50 万円を要していたアナリ

シス業務を内製化することで、年間数十件に及ぶ中間処理対応費用を

半減させることも視野に入ります。 

o 外部委託費用の大幅な削減（特に翻訳費用と分析レポート費用）。 

o 現地代理人からの応答を待つことなく、迅速な対応意思決定が可能

に。 



3.3. FTO（他社特許クリアランス）調査の革新 

当社の製品開発プロセスに、AI を活用した FTO 調査を標準プロセスとして組み込み

ます。製品の仕様書や企画書をインプットするだけで、関連する他社特許を網羅的に

抽出し、侵害リスクを自動で一次判定します。 

• 期待される効果: 

o 研究開発部門の調査負荷を劇的に軽減し、開発スピードを加速。 

o 開発の初期段階で事業リスクを特定・評価し、手戻りを防止。 

o 製品競争力の強化と、事業全体の収益性向上に直接的に貢献。 

これらの改革案を確実に実行に移すためには、技術導入と並行した組織的なアプロ

ーチが不可欠です。次章では、そのための具体的な戦略を詳述します。 

4. 導入・組織展開の戦略 

生成 AI の導入成功は、優れた技術を選定するだけでは達成できません。それを組

織に深く根付かせ、全メンバーが使いこなすための戦略と文化醸成が極めて重要で

す。島津製作所が乗り越えた障壁から学び、当社が取るべき具体的なステップを以

下に示します。 

4.1. 成功の鍵：プロンプトエンジニアリングと「暗黙知の形式知化」 

島津製作所の成功の核心は、高品質なプロンプトにあります。これは単なる AI への

命令文ではありません。ベテラン専門家の頭の中にある思考プロセス、判断基準とい

った**「暗黙知」を言語化し、誰もが再現可能な「形式知」へと昇華させたものです。こ

の形式知化されたプロンプトこそが、組織全体の業務品質を底上げする、永続的な

知的資産となります。これにより、特定のベテラン担当者の退職や異動によって業務

品質が低下する属人化リスクを抜本的に解消**し、組織全体の持続的な競争力へと

転換させることが可能になります。 

• 提案: 

o 各業務領域の専門家と AI 活用推進者からなる**「プロンプト開発ワー

キンググループ」**を設置します。 

o このグループが中心となり、当社の業務に最適化された高品質なプロ

ンプトを開発・共有し、継続的に改善していくサイクルを構築します。 



4.2. 導入障壁の克服（セキュリティ・抵抗勢力への対処） 

新たなテクノロジーの導入には、必ず障壁が生じます。想定される主要な障壁と、そ

の具体的な対応策は以下の通りです。 

• 情報セキュリティ懸念の払拭 

o 懸念: 「未公開の発明情報を外部の AI サーバーに送信してよいのか」 

o 対応策: OpenAI 社や Google 社が提供するビジネス向け API は、入力

データを AI の学習に利用せず、データも一定期間後に消去することを

規約で明記しています。また、第三者機関による高度なセキュリティ認

証も取得済みです。これらの客観的データを基に、我々が貴社 IT・法

務部門との協議を主導し、確実な合意形成を支援いたします。 

• 変化への抵抗への対処 

o 懸念: 「AI は間違える」「今のやり方で十分だ」といった心理的抵抗。 

o 対応策: トップダウンでの明確な方針提示に加え、具体的な成功事例

（パイロット導入の結果など）を共有する勉強会を定期的に開催しま

す。さらに、誰でも簡単に使える業務手順書や、気軽に質問できるサポ

ート体制を整備することで、変化への不安を払拭し、利用を促進しま

す。 

4.3. 推進体制と人材育成 

生成 AI 時代において、知財部員に求められる役割は大きく変化します。AI の出力を

鵜呑みにするのではなく、その妥当性を専門家として判断し、最終的な意思決定を行

う、より高度な能力が求められます。これは、知財部員が「作業者」から脱却し、AI を

駆使して経営判断に資するインテリジェンスを創出する「ナレッジワーカー」へと進化

する絶好の機会です。 

AI は、この人材育成においても強力なツールとなります。若手社員が AI（ベテランの

思考が詰まったプロンプト）が出力した分析結果とそのロジックをレビューする OJT を

繰り返すことで、ベテランの思考プロセスを短期間で習得することが可能になります。 

これらの戦略を着実に実行することで、生成 AI は単なる効率化ツールを超え、当社

の競争力を根底から支える強力な武器へと昇華させることができるでしょう。 

5. 期待される効果と将来展望 



本提案の改革が実現した暁には、当社に多面的かつ計り知れない効果がもたらされ

ます。それは単なる業務改善に留まらず、知財部門のあり方、ひいては会社全体の

競争力を根底から変革する未来への扉を開くものです。 

5.1. 定量的・定性的効果の総括 

本提案の実行により期待される効果を、以下の表に総括します。 

効果の側面 具体的な期待効果 

コスト削減 
外部委託費用（翻訳、調査、分析）の年間 5,000 万円～1 億円規模の

削減ポテンシャル。*¹ 

業務効率化 FTO 調査、出願準備、中間処理対応にかかる時間を 50～90%削減。 

戦略的価値

向上 

創出されたリソースを知財戦略、事業戦略連携等の高付加価値業務

へシフト。 

人材育成 
AI を介したノウハウ継承による、若手・中堅社員のスキルアップ期間短

縮。 

事業貢献 開発スピードの向上と事業リスクの低減による、製品競争力の強化。 

5.2. 知財部門の未来像：戦略的パートナーへの進化 

生成 AI の進化は、ここで終わりません。島津製作所が描く近未来像は、我々の想像

を遥かに超えています。 

将来、経営戦略や事業戦略を AI にインプットすれば、それを実現するための技術ロ

ードマップが描かれ、必要なコア技術が洗い出され、さらには出願すべき特許の明細

書ドラフトまでが自動生成される時代が到来するでしょう。 

そのような未来において、人間の知財部員の役割は、単純作業から完全に解放され

ます。AI が出力した複数の戦略オプションを評価・判断し、事業部門と緊密に連携し

ながら、その実行をリードする**「戦略的パートナー」**へと進化を遂げるのです。AI

にはできない、責任ある意思決定と実行、そして人間ならではの創造性が、我々の新

たな価値の源泉となります。 

この変革への第一歩を今、踏み出すか否か。それは、当社の未来の競争力を左右す

る、極めて重要な経営判断に他なりません。 

6. 結論 



本提案で示してきた通り、生成 AI の戦略的活用は、もはや単なる選択肢ではなく、知

的財産業務をコスト、効率、戦略の全ての面で革新する、不可欠かつ強力な手段で

す。株式会社島津製作所の目覚ましい成功は、これが決して空想ではなく、明確な意

志と戦略をもって臨めば達成可能な、実行可能な現実であることを証明しています。 

我々は今、歴史的な分岐点に立っています。この変革の波に乗り、知的財産部門を

新たな時代の戦略拠点へと進化させることで、企業全体の持続的な成長を牽引する

ことが可能です。 

つきましては、本改革案をご承認いただき、来週にも第一回会合を設定すべく、実行

に向けた部門横断的なワーキンググループの即時設立を、ここに強く要請いたしま

す。 
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